
　
■
　
実
施
団
体
　
（
敬
称
略
）
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
月
15
日
　
山
田
第
一
部
落
（
赤
泊
）

８
月
４
日
　
相
川
花
の
会
（
相
川
）

８
月
８
日
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
相
川
京
町
町
並
み

保
存
セ
ン
タ
ー
（
相
川
）

11
月
９
日
　
腰
細
部
落
（
赤
泊
）

11
月
21
日
　
中
興
公
民
館
（
金
井
）

２
月
11
日
　
両
津
地
区
公
民
館
片
野
尾
分
館

（
両
津
）

２
月
11
日
　
羽
茂
大
崎
集
落
（
羽
茂
）

２
月
13
日
　
赤
泊
自
治
会
（
赤
泊
）

２
月
13
日
　
大
和
公
民
館
（
金
井
）

２
月
13
日
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
佐
渡
成
長
戦
略
政

策
塾
（
金
井
）

２
月
17
日
　
佐
渡
市
消
費
者
協
会
佐
和
田
支

部
（
佐
和
田
）

２
月
20
日
　
小
倉
・
長
谷
自
治
公
民
館
（
畑
野
）

２
月
20
日
　
相
川
町
商
工
会
高
千
支
部
/
高

千
・
外
海
府
総
代
会
（
相
川
）
 

２
月
26
日
　
上
山
田
公
民
館
（
羽
茂
）

３
月
６
日
　
松
ヶ
崎
地
区
連
絡
協
議
会
／
畑

野
商
工
会
松
ヶ
崎
支
部
（
畑
野
）

　
■
　
主
な
内
容

Ｑ
　
佐
渡
再
生
・
再
建
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
有
効
な
手
立
て
が
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
　
こ
れ
と
い
っ
た
秘
訣
は
な
か
な
か
難
し

い
で
す
が
、
市
民
が
本
当
に
何
を
求
め
る

の
か
、
要
望
が
き
わ
め
て
多
様
化
し
て
い

ま
す
。
そ
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
を
取
り
入
れ

な
が
ら
と
な
る
と
、
「
少
し
ず
つ
良
く
す

る
」
と
い
う
や
り
方
が
一
番
の
近
道
で

す
。
そ
う
な
る
と
、
「
変
わ
ら
な
い
」
と

い
う
不
満
が
出
て
き
て
し
ま
い
ま
す
。
佐

渡
市
の
老
齢
化
社
会
で
は
、
急
に
は
変
わ

れ
ま
せ
ん
。
そ
の
中
で
、
皆
の
意
見
を
入

れ
な
が
ら
、
方
向
を
間
違
わ
な
い
よ
う
に

行
政
運
営
を
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
は
あ
り
ま
す
が
、
他
所

よ
り
も
高
く
売
れ
る
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
の

米
を
作
り
な
が
ら
、
６
次
産
業
で
利
益
を

得
る
仕
組
み
を
つ
く
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
佐
渡
市
の
経
済
的
振
興
に

は
、
観
光
客
な
ど
、
外
か
ら
の
投
資
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
が
、
冬
期
間
が
ハ
ン
デ
ィ
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
本
土
と
同
じ
交
通

イ
ン
フ
ラ
の
確
保
が
必
要
で
す
。

Ｑ
　
佐
渡
空
港
の
２
０
０
０
ｍ
化
な
ど
、
進

行
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
？

Ａ
　
昨
年
３
月
に
、
知
事
が
、
佐
渡
空
港
２

０
０
０
ｍ
化
と
県
が
中
心
に
な
っ
て
航
空

会
社
を
つ
く
っ
て
飛
行
機
を
買
う
こ
と
を

セ
ッ
ト
で
提
案
し
ま
し
た
。
県
議
会
は
こ

れ
を
否
決
し
ま
し
た
。
市
は
そ
の
間
、
相

続
人
も
含
め
て
、
増
え
た
地
権
者
か
ら
新

た
に
同
意
を
取
り
直
し
て
、
９
２
．
２
％

に
同
意
率
が
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
平
成
15
年
か
ら
手
続
き
が
複
雑
に
な

り
、
地
権
者
だ
け
で
な
く
、
周
辺
地
域
な

ど
の
合
意
形
成
手
続
き
で
あ
る
パ
ブ
リ
ッ

ク
イ
ン
ボ
ル
ブ
メ
ン
ト
（
Ｐ
Ｉ
）
が
必
要

と
い
う
こ
と
で
、
ま
だ
同
意
い
た
だ
け
な

い
地
権
者
の
皆
様
に
も
、
そ
う
い
っ
た
Ｐ

Ｉ
を
し
て
良
い
か
お
話
し
さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
結
果
と
し
て
９
７
．
４
％
の
皆

様
か
ら
賛
成
い
た
だ
き
、
県
に
Ｐ
Ｉ
実
施

の
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
し
か
し
県

で
は
、
知
事
提
案
を
県
議
会
で
否
決
さ
れ

て
間
も
な
い
こ
と
か
ら
、
も
う
少
し
時
間

を
掛
け
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、

県
議
会
へ
の
請
願
に
つ
い
て
は
、
知
事
提

案
の
航
空
会
社
を
つ
く
る
こ
と
は
外
し

て
、
飛
行
場
２
０
０
０
ｍ
化
に
つ
い
て
の

み
の
も
の
は
採
択
さ
れ
そ
う
で
す
。
し
か

し
、
飛
行
場
を
造
っ
て
も
、
航
空
会
社
が

無
い
問
題
は
解
決
し
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
私

た
ち
の
宿
題
で
す
。
あ
る
意
味
大
き
く
前

に
進
み
ま
し
た
が
、
先
の
長
い
話
に
な
り

ま
す
。

○
そ
の
他
の
主
な
質
問
事
項

　
佐
渡
観
光
や
特
産
品
の
宣
伝
方
法
／
佐
渡

汽
船
／
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
の
設
置
／
保
育
園

民
営
化
／
漁
業
関
係
へ
の
補
助
支
援
／
農

業
政
策
と
集
落
維
持
活
動
／
高
齢
者
施
設

／
佐
渡
病
院
／
子
ど
も
手
当
の
自
治
体
負

担
／
新
総
合
体
育
館
／
路
線
バ
ス
の
サ
ー

ビ
ス
／
除
雪
の
対
応
／
ト
キ
認
証
米
／
国

営
ダ
ム
の
周
辺
整
備
／
防
災
無
線
整
備
計

画
／
有
機
肥
料
の
島
内
生
産
／
米
の
無
農

薬
栽
培

　
市
民
の
皆
さ
ま
と
直
接
対
話
し
、
日
頃
か
ら
感
じ
ら
れ
て
い
る
行
政
へ
の

要
望
、
ご
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
で
、
市
政
に
反
映
し
て
い
く
た
め
の
「
市

長
と
の
ミ
ニ
対
話
集
会
」
を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
22
年
度
に
お
い

て
、
市
内
15
団
体
、
４
８
８
人
の
方
々
か
ら
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
き
め
細
か
な
市
民
対
話
の
積
み
重
ね
を
続
け
、
市
民
参
加
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
今
回
会
場
で
い
た
だ
き
ま
し
た
ご

意
見
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

映像を使って「環境と経済が両立する島づくり」の
佐渡市の取組みを解説

ご
意
見
ご
要
望

　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
22
年
度
　
市
長
と
の
ミ
ニ
対
話
集
会
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